
 

 

＊検査方法 ①胸部レントゲン撮影 ②痰の検査（医師が必要と認めた方） 

＊対象   40歳以上の方  

＊負担金  ６００円（※無料になる場合あり、P. ２参照） 

＊注意    レントゲン撮影、痰の検査それぞれ一部自己負担金がかかります。妊娠中の方、その可能性がある方は    
受診できません。 

 精密検査となった場合（保険診療） 

  ① CT検査：胸部X線検査より詳しく見るＸ線で、胸部を輪切りの状態で撮影する方法 

  ②気管支鏡検査：口または鼻からカメラを入れて観察する方法 

肝炎ウイルス検診 

＊検査方法 検便（2日分の便を採取し、血液が混じっていないかを調べる潜血検査） 

＊対象   40歳以上の方  

＊負担金  ６００円（※無料になる場合あり、P. ２参照） 

＊注意   検査容器は受診する医療機関でもらってください。 

 精密検査となった場合（保険診療） 

  全大腸内視鏡検査：肛門からカメラを入れて観察する方法 

  （全大腸内視鏡検査が困難な場合、S状結腸内視鏡検査と注腸エックス線検査を併用し、検査をします。） 

医療機関 

＊検査方法 血液検査（B型、C型肝炎ウイルス） 

＊対象   ①40歳以上かつ市川市の肝炎ウイルス検診を一度も受けたことがない方 ②医師が必要と認めた方  

＊負担金  無料 

 精密検査となった場合（保険診療） 

  ①血液検査：肝機能検査、腫瘍マーカー等を調べる方法 

  ②超音波検査：腹部に超音波をあて、肝臓内部の状態を調べる方法 

大腸がん検診 

肺がん検診 

医療機関 

前立腺がん検診 医療機関 

＊検査方法 血液検査（PSA検査） 

＊対象   50歳以上の男性  

＊負担金  ６００円（※無料になる場合あり、P. ２参照） 

 精密検査となった場合（保険診療） 

  ①超音波検査：肛門から器具を挿入して大きさ等を調べる方法 ②生検：組織を採取し、顕微鏡で調べる方法 

胃がんリスク検査 医療機関 

＊検査方法 血液検査（血清ペプシノゲン検査、ヘリコバクター・ピロリ抗体検査） 

＊対象    40、45、50、55、60、65、70、75歳で市川市の胃がんリスク検査を一度も受けたことがない方   
※生涯1回のみの検査です。5年の間隔でご案内している検査です。対象年齢以外のタイミングでは受診でき
ません。 

＊負担金  ６００円（※無料になる場合あり、P. ２参照） 

＊注意   ・以下に該当する方は胃がんリスク検査を受診できません。 

        ①過去にピロリ菌除菌治療を受けたことがある方 

        ②胃酸分泌抑制剤（プロトンポンプ阻害剤）服用中、または2か月以内に服用していた方 

        ③胃切除後の方 ④腎不全（目安：クレアチニン値3mg/dL以上）の方 

        ⑤明らかな上部消化器症状があり、胃や十二指腸の疾患が強く疑われる方 

 精密検査となった場合（保険診療） 

  ①胃内視鏡検査：口または鼻からカメラを入れて観察する方法 ②生検：組織を採取し、顕微鏡で調べる方法 

医療機関 


